
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

４年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

理学療法士国家資
格

② 　　　３２ 人 　　　２９人

人
人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 29

11 名 7.4 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
クラス担任制を設け、学生全員と個別面談を行い、状況の把握に努めている。一定の成績に満たない学生に対しては、自己分析の上、学習
方法の改善等の特別指導等を行っている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入

授業料減免制度：次のいずれかに当てはまる世帯の学生に、授業料の一部を減免（昼間部280,000円・夜間部210,000円）①生活保護費の受
給②個人住民税所得割非課税③保護者等の倒産・失職などによる家計の急変
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　有
評価結果を掲載したホームページＵＲＬ：https://www.nitiriha.com/information/

平成29年4月1日時点において、在学者148名（平成29年4月1日入学者を含む）
平成30年3月31日時点において、在学者137名（平成30年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

進路変更（不適正）、成績不振、健康上の理由等

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

https://www.nitiriha.com/

■就職率　　　　　　　　　： 100

平成30年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
マナー講座にての面接指導、就職説明会実施
求人情報のメール配信・担任よる履歴書の書き方指導

■卒業者数 33
■就職希望者数 29

■主な就職先、業界等（平成２９年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
医療関係　病院・老健・診療所（クリニック） （平成29年度卒業者に関する平成30年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 87.9
■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

29 人

長期休み

■学年始：４月３日
■夏　 季：８月１０日～９月１１日
■冬　 季：１２月２５日～１月４日
■春　 季：３月９日～４月３日

卒業・進級
条件

卒業要件：本校に４年以上在籍し、全科目を履修し認定を受
けること。
履修方法：履修単位制。授業科目を履修して試験に合格す
れば科目認定を与えられる。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 学業に支障がない範囲でボランティア活動に参加することを

方針としている。出席状況を常に把握し、一定以上の欠席日数の学生に対し
担任が指導を行っている。

■サークル活動： 有

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日 成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの５段階評価。筆記試験、実技試験、平素の
学習状況及び欠席状況を総合して評価する。

１６０人 １４８人 ０人 １０人 ２５人 ３５人

単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

昼間
１３９単位 ７４単位 １３単位 ５２単位

認定年月日 平成26年4月1日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

医療 医療技術専門課程 理学療法学科（昼間部）
平成17年文部科学省
告示第169号・170号

学科の目的
理学療法士として即戦力を身につけるための専門教育を実施する。心豊かな人間性を持った医療者育成を目指し、知識や技術のみでなく総
合的臨床能力を高めることに重点を置く。

03-5954-6511
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人敬心学園 昭和61年4月11日 理事長　小林　光俊
〒１７１－００３３
東京都豊島区高田３－６－１８

（電話）

日本リハビリテーション
専門学校

平成9年12月25日 二瓶　隆一

〒１７１－００３３
東京都豊島区高田３－６－１８

（電話） 03-5954-6511

（別紙様式４）

令和元年７月２４日※１
（前回公表年月日：平成２９年１０月１３日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。



種別

②

①

③

③

③

③

 

第１回　平成29年11月6日　15:00～16:00
第２回　平成30年  2月16日　15:00～16:00

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
教育課程編成委員会の結果を踏まえて、各学科のカリキュラムについて大幅に見直しを行い、平成28年度新カリキュラムを作成し
た。会議の開催に当たっては、必要と思われる資料を可能な限り委員会へ提示し、検討・議論を深めやすいよう配慮している。今後

篠田　良平
日本リハビリテーション専門学校　理学療法学
科昼間部学科長

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

鈴木　雅男
日本リハビリテーション専門学校　理学療法学
科夜間部学科長

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

深瀬　勝久
日本リハビリテーション専門学校　作業療法学
科夜間部学科長

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

（開催日時）

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

畠山　敦
日本リハビリテーション専門学校　教務部長兼
理学療法学科総括学科長

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

近野　智子
日本リハビリテーション専門学校　副教務部長
兼作業療法学科昼間部学科長

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

山下　高介
陽和病院　社会療法部作業療法室作業療法
士

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

工藤　征四郎
日本リハビリテーション専門学校　副校長・総
括事務長

平成30年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

陶山　哲夫 日本リハビリテーション専門学校　校長
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基
本方針

生徒の就職先となる医療機関（病院・医院等）及び介護老人施設や福祉施設（身体障害者施設・介護老人福祉施設等）
における理学療法士等の人材の専門性に関する動向を踏まえながら、最新の実務に関する知識、技術、技能などを十分
把握・分析したうえで、当該職業実践専門課程の理学療法学科昼間部（４年制）の教育を実施するにふさわしい授業科目
の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を行う。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は教育活動及びその他学校運営に係わる要諦であり、教育課程編成やその一部改正等や学校評
価の充実を図るため、校長の諮問機関として位置付け設置する。日本リハビリテーション専門学校組織図に表記する。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

高田　治実 帝京科学大学　東京理学療法学科教授
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

綿貫　浩文 長汐病院　作業療法士
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

二瓶　隆一 日本リハビリテーション専門学校　名誉校長
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

三沢　幸史 多摩丘陵病院　リハビリテーション技術部部長
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

近藤　佳克 株式会社ＰＯＫＡＲＡ　理学療法士
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

古川　広明
新百合ヶ丘総合病院　リハビリテーション科科
長代行

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）



臨床実習Ⅱ-B

　指導者の下で、複数例の患者を担当し、その評価、実際
の治療、治療経過の記録、リスク管理など理学療法臨床
の実際を体験する。　最終実習時には、上記の内容がほ
ぼ独立して行えるようにする。また、医療人として相応しい
態度、行動がとれるようにする。

錦海リハビリテーション病院、総和
中央病院、中野総合病院、らいお
んハート整形外科クリニック、介護
老人保健施設　デンマークイン若
葉台他（平成29年度実績）

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

臨床実習Ⅱ-A

　指導者の下で、複数例の患者を担当し、その評価、実際
の治療、治療経過の記録、リスク管理など理学療法臨床
の実際を体験する。　最終実習時には、上記の内容がほ
ぼ独立して行えるようにする。また、医療人として相応しい
態度、行動がとれるようにする。

錦海リハビリテーション病院、総和
中央病院、中野総合病院、らいお
んハート整形外科クリニック、介護
老人保健施設　デンマークイン若
葉台他（平成29年度実績）

　本校では臨床的教育重視の観点から企業との連携による実習・演習等に関して､最新の実践的かつ専門的職業教育を
行うことを基本方針として実践している。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

　臨床実習前に、臨床実習指導者会議を開催し、学校と実習施設との連携を密にし、忌憚のない意見を交換している。実
習中は教員が実習地訪問を行い、学生の課題や今後の指導方針について実習指導者と検討を行っている。訪問以外に
おいても、必要に応じて実習指導者と連絡を密にとることによって実習中の連携を深め、問題点を解決するよう努めてい
る。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

理学療法概論Ⅱ

　指導者の下で見学を通じて、病院、施設内での理学療法
士の役割と責任を包括的に把握し、理学療法の対象とな
る患者、障がい者の持つ諸問題を理解する。
理想とする理学療法士像とその行動目標を共通認識とし
て形成する。これから学ぶべきリハビリテーションに関し
て、臨床現場の見学を通じて、理学療法士としての行動や
役割を理解する。

国立障害者リハビリテーションセン
ター、船橋市立リハビリテーション
病院、介護老人保健施設いずみ、
介護老人保健施設ひぐらしの里、
介護老人保健施設　ふれあいの
里、東小金井さくらクリニック　デイ
ケアこきん（平成29年度実績）

臨床見学実習

　指導者の下で見学を通じて、病院、施設内での理学療法
士の役割と責任を包括的に把握し、理学療法の対象とな
る患者、障がい者の持つ諸問題を理解する。
また、将来理学療法士を目指す学生として医療人としての
ふさわしい態度を培う。これまで履修した基礎知識が、臨
床でどのような意味を持つか認識する。特に、すでに学習
した検査、測定技術（ＭＭＴ、ＲＯＭ･Ｔ、感覚検査等）は、
機会があれば指導者の下で実践する。

いずみ記念病院、、としま昭和病
院、厚生荘病院、多摩丘陵病院、
新百合ヶ丘総合病院他（平成29年
度実績）

臨床実習Ⅰ

基本的な疾患 学療法を学 、比較的症状
の明瞭な患者について、指導者の下で、情報収集、検査、
測定を実施し、それをもとに障害構造の理解を深め、問題
点の抽出、目標設定、治療プログラムの立案ができるよう
にする。
また、医療人として相応しい態度、行動がとれるようにす
る。

中田病院、筑波記念病院、介護老
人保健施設のぞみ、愛知医科大
学病院、東小金井さくらクリニック
他（平成29年度実績）



３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

日本リハビリテーション専門学校教職員研修規程に基づき、専修学校の専門課程の職業実践専門課程の認定の趣旨に
鑑み､時代の流れに沿った最新の医療・福祉・保健等に関する社会のニーズを反映した教育活動を実践していくため、こ
れまで以上に、研究レベル及び実務レベルの医療や福祉又は保健等の学会や研修会に教職員が積極的に参加して、資
質の充実向上を図っていくことを教職員研修等基本方針とする。

（２）研修等の実績

（３）研修等の計画

①専攻分野における実務に関する研修等

第6回日本理学療法教育学会学術集会（H29.11.26）、第54回日本リハビリテーション医学会学術集会（H29.6.8～10）他

②指導力の修得・向上のための研修等

全国リハビリテーション学校協会第30回教育研究大会・教員研修会（H29.8.31～9.1）、第49回医学教育学会（H29.8.17～
19）他

①専攻分野における実務に関する研修等

第53回日本理学療法学術大会（H30.7.16）、第53回日本理学療法士協会全国学術研修大会(H30.5.25～26）他

②指導力の修得・向上のための研修等

全国リハビリテーション学校協会第31回教育研究大会・教員研修会（H30.8.24～8.25）他



（６）教育環境

①施設・整備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されてい
るか。
②学外実習、インターンシップ、海外研修等について、十分な教育体
制を整備しているか。
③防災に対する体制は整備されているか。

（７）学生の受入れ募集

①学生募集活動は、適正に行われているか。
②学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか。
③入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか。
④学納金は妥当なものとなっているか。

（３）教育活動

①各学科の教育目標、育成人材像等は、その学科に対応する業界の
人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか。
②修業年限に対応した教育到達レベルは明確にされているか。
③カリキュラムは体系的に編成されているか。
④学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けされている
か。
⑤キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが実践さ
れているか。
⑥授業評価の実施・評価体制はあるか。
⑦育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し
ているか。
⑧成績評価・単位認定の基準は明確になっているか。
⑨資格取得の指導体制はあるか。

（４）学修成果

①就職率（卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率）の向上が図ら
れているか。
②資格取得率の向上が図られているか。
③退学率の低減が図られているか。
④卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか。

（５）学生支援

①就職指導に関する体制は整備されているか。
②学生相談に関する体制は整備されているか。
③学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか。
④学生の健康管理を担う組織体制はあるか。
⑤課外活動に対する支援体制は整備されているか。
⑥学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか。
⑦保護者と適切に連携しているか。
⑧卒業生への支援体制はあるか。

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標
①理念・目的・育成人材像等は定められているか。
②学校の特色はなにか。
③学校の将来構想を抱いているか。

（２）学校運営

①運営方針は定められているか。
②事業計画は定められているか。
③運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか。
④人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか。
⑤意志決定システムは確率されているか。
⑥情報システム化による業務運営の効率化が図られているか。

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

職業実践専門課程認定の趣旨に鑑み、職業（理学療法士）に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するため、医療・施
設の業界有識者や学識経験者及びリハビリテーション医療に関する知識、技術、技能について知見を有するリハビリテー
ション専門職などの意見をそれぞれに反映させるべく当該外部委員を本校の教職員を構成員とする「学校関係者評価委
員会」を本校に設置した。定期的開催は年２回以上、緊急な場合は必要に応じて開催する。外部委員の意見等を反映さ
せながら、時代のニーズに応じて、医療・福祉業界が求める病院や施設で即戦力となる医療専門職を育成する観点から
教育活動等学校運営の一層の充実及び改善を図っていく。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応



種別

②

①

③

③

③

③

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　） 公表時期：令和元年７月２４日
URL:https://www.nitiriha.com/information/

山下　高介
陽和病院　社会療法部作業療法室作業療法
士

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

綿貫　浩文 長汐病院　作業療法士
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

近藤　佳克 株式会社ＰＯＫＡＲＡ　理学療法士
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

古川　広明
新百合ヶ丘総合病院　リハビリテーション科科
長代行

平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）学校関係者評価結果の活用状況

以下の点について、学校関係者評価結果を踏まえて改善を図った。

   １　更なる国家試験合格率向上のため平成２８年度に国家試験対策委員会及び同ワーキンググループを設置し、国試
授業計画班が模擬試験・業者試験・過去問試験を実施と共にその試験結果を国試問題分析班が分析しを学生へフイッド
バックするなど全教員及び事務参画及び協力型の特別対策を講じている。

   ２　社会貢献の一環として、地域住民を対象とした市民講座（本校かんだ川会主催）を平成２８年度から、年２回開催し
ている。

   ３　教員に対して、教育内容や教授方法の向上等のため学会等参加の積極的推進に努めている。その結果、多くの教
員が学会や研修会等へ参加し、その結果概要をレポートで報告している（回覧方式）。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　平成30年3月31日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守

①法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか。
②個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか。
③自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか。
④自己点検・自己評価結果を公表しているか。

（１０）社会貢献・地域貢献
①学校の教育資源や施設を活用した社会貢献を行っているか。
②学生のボランティア活動を推奨、援助しているか。

（１１）国際交流 ー

（８）財務

①中長期的に学校の財務基盤は安定しているか。
②予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか。
③財務について会計監査が適正に行われているか。
④財務情報公開の体制整備はできているか。

高田　治実 帝京科学大学　東京理学療法学科教授
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）

三沢　幸史 多摩丘陵病院　リハビリテーション技術部部長
平成29年10月1日～平成32年
3月31日（２年）



（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL:https://www.nitiriha.com/information/

（８）学校の財務

①学校財務基盤の安定状況
②学校予算・収支の状況
③財務監査実施状況
④財務状況の公開状況

（９）学校評価
①自己評価や学校関係者評価の結果
②評価結果を踏まえた改善方法
③第三者評価の結果

（１０）国際連携の状況 ー

（５）様々な教育活動・教育環境
①学校行事
②学生サークル活動、自治会活動
③保護者会開催状況

（６）学生の生活支援

①日本学生支援機構の奨学金制度活用支援
②東京都育英資金活用支援
③生活困窮者（経済環境急変）に対する学費減免措置

（７）学生納付金・修学支援

①学生納付金の分割納入
②特別奨学金制度の周知
③教育ローン活用の紹介
④生活困窮者（経済環境急変）に対する学費減免措置

（２）各学科等の教育

①入学定員、総定員、在学学生数
②カリキュラム
③進級、卒業の要件（成績評価基準、卒業基準）
④取得資格
⑤卒業後の進路
⑥卒業者数

（３）教職員

①専門課程学科別専任教員数等
②各教員（専任教員、非常勤教員）担当科目
③専任教員の担当学年

（４）キャリア教育・実践的職業教育
①キャリア教育への取組状況
②就職支援等への取組状況

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
医療・福祉分野等関係者はじめ多くの人々に対して、日本リハビリテーション専門学校の教育活動及びその他の学校運
営状況全般について理解を深めて頂くことにより、当該医療・福祉分野関係者等との連携及び協力の推進を図っていく。
もって、専門学校に求められる説明責任を果たし、その教育活動等に対する社会の理解を増進していくため、「日本リハビ
リテーション専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づき、恒常的に情報提供に努めることとす
る。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

①校長名、所在地、連絡先等
②設置する専門課程
③学校の特色
④学校の教育目標、運営方針
⑤短期事業計画、中長期事業計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係
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○ 哲学

医療従事者に必要な多用な考え方と価値観
を育む。現代社会を生き抜き、どのような
状況でも柔軟に前向きに対応できる医療従
事者として成長する過程で心の糧となるよ
うな哲学を扱う。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 心理学
心理学の基礎を学ぶ。心理学の全体像を理
解し、さらに人間の発達段階における特徴
や人間理解の基礎知識を習得する。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 教育学

教育の分野では、近年多くの課題が指摘さ
れ、今までにない諸改革が進行している。
現在の教育状況を把握し、授業を通して人
間や社会等の理解の視野を広げる。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 社会学

社会的人間について、家族集団を中心に社
会集団を通して考察する。さらに、人権、
コミュニケーション論をグループワークを
中心に行い、共生生活について考えてい
く。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 情報科学
広い意味における情報を扱い、処理し、利
用するための技術を習得する。情報処理の
基本から学習方法につながる知識も学ぶ。

１
前

30 2 ○ △ ○ ○

○
自 然 科 学 Ⅰ
（物理）

専門科目を理解するために必要な物理学の
知識を習得する。現実の場面で物理学的な
考え方が適用できるようになること。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 統計学
医療関係で使う統計学の全体像を把握す
る。併せてExcelとRコマンダーのツールの
利用法を学ぶ。

２
後

30 2 △ ○ ○ ○

○ 保健体育

健康についての理解を深め、健康に影響を
与える因子が我々のライフスタイルとどの
ように関連するか学習する。健康に影響を
与える因子とライフスタイルを学ぶ。

１
前

15 1 ○ ○ ○

○ 体育実技

理学療法士として必要な動作と身体のしく
みを自分自身の身体で感じ、臨床現場で役
立つ実践的な運動効果の知識と技能を習得
する。

１
前

30 2 ○ ○ △ ○

○ 英語Ⅰ

机上の学習だけでなく時には体も動かし英
語を「生きた言葉」として捉えるようにす
ると同時に、医療の専門用語についても身
につけていく。

１
前

30 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療技術専門課程理学療法学科昼間部）平成３０年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○ 医学英語

英語でのコミュニケーション、海外での研
修等への参加に必要な英会話と海外の医学
文献、臨床におけるカルテの読解に必要な
英語力を学ぶ。

１
後

30 2 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅰ
人体の構造を理解する。骨格、関節の構造
を理解するとともに解剖学用語を習得す
る。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖学Ⅱ
人体の構造を理解する。筋肉の種類と位置
を理解し用語を習得する。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖学実習
人体構造と機能を理解し、神経系及び感覚
器系の構造を習得する。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 機能解剖学
人体構造の理解。循環器系及び内臓の構造
を理解し、用語を習得する。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○ 解剖総論

一連の解剖学授業と長期実習を終えた中
で、解剖学の知識を学び直し総合的なまと
めを行う。人体構造の特殊性と機能を再確
認する。

４
後

30 1 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅰ
人体の生理機能についての基本的な知識の
習得を目的とする。人体の構造、機能につ
いて学ぶ。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 生理学Ⅱ
人体の基本構造について理解し基本的な知
識を習得する。人体の構造と知識について
学ぶ。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 生理総論

一連の生理学授業と長期実習を終えた中
で、解剖学の知識を学び直し総合的なまと
めを行う。各器官系の働きを振り返りなが
ら総合的な理解を深める。

４
後

30 1 ○ ○ ○

○ 生理学実習
人体の生理機能についての理解を深めるた
めの実習を行う。血圧と心拍数、心電図、
呼吸数測定、血液計測等。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 運動生理学
運動に対する様々な体の反応を理解し、学
習した知識を活用できるようになることを
目標とする。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ 運動学Ⅰ
運動学の基礎知識と下肢の構造と運動のメ
カニズムを習得する。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 運動学Ⅱ
上肢・体幹の構造と運動のメカニズムを習
得する。歩行分析に必要な基礎知識を習得
する。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○ 運動学実習
運動学の知識を用いて人間の基礎的なバイ
オメカニクスを理解し、正常な姿勢や歩行
について習得する。

２
前

45 1 △ ○ ○ ○

○ 人間発達学

身体的・精神的・社会的存在としての
「人」を発達の視点から学ぶ。リハビリ
テーションを展開する上で、その対象であ
る人の理解を深める。

１
後

30 1 ○ △ ○ ○



○ 生涯発達概論
発達し続ける人の理解を深め、治療者の視
点から学ぶ。人間発達学に続いて運動発達
を理解する。

２
前

15 1 ○ △ ○ ○

○ 病理学概論
病理学の基本的な知識を学び、各疾患との
関係について理解する。

２
後

30 2 ○ ○ ○

○ 臨床心理学
臨床心理学の基本的な考え方に加えて、各
種心理療法について、心理テストの体験や
講義、演習などを通して体験的に学ぶ。

２
後

30 2 ○ △ ○ ○

○
内科学・老年
学

主要な内科疾患について病態・検査・診
断・治療を学習する。リハビリテーション
に必要な内科の知識を学ぶ。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 整形外科学
整形外科に関する正確な知識の習得とそれ
らの正しい運用ができるＰＴの育成。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 神経内科学
神経内科学の基礎を理解する。リハビリ
テーションに関連する知識を学ぶ。

２
前

30 2 ○ ○ ○

○ 精神医学

理学療法における精神医学の役割について
理解し、病態を学ぶ。精神医療で扱う病候
や精神症状を呈する患者に対する理解を深
める。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○ 小児科学
理学療法・作業療法を必要とする、小児・
思春期に特有の疾患について理解する。

２
前

15 1 ○ ○ ○

○ 社会福祉概論

理学療法に関連する法規を学習し、保険医
療福祉の分野におけるニーズに対応でき
る。児童・老人・障害者の分野における福
祉制度の実施体制、福祉サービスの内容等
について学習する。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
リハビリテー
ション医学概
論

リハビリテーション医学の基礎知識とリハ
ビリテーション発展の歴史・現状・課題並
びにリハビリテーション主要四分野の概要
等について学習を深める。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○ 公衆衛生

家族、地域社会の背景を見極めることに
よって予防医学的、社会医学的視野を広
げ、実践的活動に役立つ知識を習得し、将
来の医療組織チームの一員となることを目
標とする。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
理学療法概論
Ⅰ

リハビリテーションにおけるPTの役割と医
療者としての心構えを学習する。医療、リ
ハビリテーション、理学療法の基礎的事項
を学習する。

１
前

30 2 ○ ○ ○

○
理学療法概論
Ⅱ

理想とする理学療法士像とその行動目標を
共通認識として形成する。臨床現場の見学
を通じて、理学療法士としての行動を意識
する。

１
後

30 2 △ ○ △ ○ ○ ○

○ 病態運動学

疾患別の運動携帯を理解し、運動学、機能
解剖学の知識を統合する。動作分析の概
念・基本、疾患別の動作の特徴、動作分析
演習を行う。

３
前

30 2 ○ △ ○ ○



○
理学療法研究
法

研究の意義・方法を知るためにデータ解析
学を学ぶ。更に研究論文が読めるようにな
ること、論文の書き方を理解できるように
なることを目標とする。

３
後

15 1 ○ △ ○ ○

○
Ｐ Ｂ Ｌ セ ミ
ナーⅠ

１つのシナリオに対し、グループで検討・
学習・まとめを行い知識の共有をはかる。

１
後

30 1 ○ ○ ○

○
検査測定法概
論

理学療法で必要となる理学療法評価の概念
を理解し、学習する。概念と基礎的な検査
法を学習する。

１
前

15 1 △ ○ ○ ○

○ 検査測定法Ⅰ
関節の基本的運動方向を理解し、各関節可
動域の参考値を知り、関節可動域テスト
（ROMテスト）の測定方法を熟知する。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 検査測定法Ⅱ
整形外科疾患検査に必要な解剖・疾患を理
解し各種疾患の検査を適切に実施できるよ
うになる。

１
後

15 1 △ ○ ○ ○

○ 検査測定法Ⅲ

各検査に関する理論をふまえ、正確な検
査・結果の解釈が実施できるようになる。
伝導路や反応が生じるメカニズムの確認を
行ったうえで、評価方法や結果の解釈につ
いて講義・実技を通して学習する。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 検査測定法Ⅳ
中枢神経疾患の病態把握に必要な検査の理
論と技術を習得する。

２
前

30 1 △ ○ ○ ○

○ 検査測定法Ⅴ

専門職として、対象者の高次脳機能を評価
し、リハビリテーションを立案実施出来
る。人の高次脳機能のメカニズムや検査法
を、適切な用語を用いて記述・説明出来
る。

２
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
検査測定法実
習

徒手筋力検査法を実施し、筋力を正確に評
価できるようになる。筋の走行や働きを確
認した上で、実技を通して検査方法や判断
基準を学習する。

１
後

45 1 △ ○ ○ ○

○
検査測定セミ
ナーⅠ

検査測定の統合と解釈を統括的にまとめ、
系統的に実技の学習・確認を行う。

３
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
検査測定セミ
ナーⅡ

専門職として、対象者の状態を分析した上
で、面接法を選択することが出来る。臨床
的な面接の対応に生かす、人の特性の分
析・解釈の評価過程と記述の取り方を演習
する。

３
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
運動動作解析
学

基本動作・歩行を観察し運動学的な用語を
用いて説明できる。基礎的な解剖とバイオ
メカニクスを用いて各動作を分析し問題点
を探索できる。

３
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
Ｐ Ｂ Ｌ セ ミ
ナーⅡ

症例の病態を把握し臨床を想定した統合と
解釈が出来る。レジュメを作成し、症例報
告が出来る。

２
後

30 1 ○ ○ ○

○ OSCE Ⅰ
基本的な理学療法検査について演習を行
い、健常者を対象に実施できる技術を身に
つける。

２
後

15 1 ○ △ ○ ○



○ OSCE Ⅱ
疾患別に対応した検査について演習を行
い、一連の動作として実施できる技術を身
につける。

３
前

15 1 ○ △ ○ ○

○ 総合セミナー

臨床の学習・実習時に必要な、他部門の知
識、新しい領域の知識を学習する。（レン
トゲン写真・MRI・CTの見方、臨床検査の情
報の見方、障害者スポーツ、福祉施設の現
状、自閉症のリハビリテーションなど）

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
理学療法臨床
セミナーⅠ

臨床実習Ⅰで得た成果を発表し、次の学習
目標の指針を明確にする。

３
後

15 1 ○ ○ ○

○
理学療法総合
演習Ⅰ

理学療法を職業として実施する前に、学内
で学んだ知識のまとめを演習形式で行う。

４
後

30 1 ○ ○ ○

○
理学療法総合
演習Ⅱ

理学療法を職業として実施する前に、学内
で学んだ知識のまとめを演習形式で行う。

４
後

30 1 ○ ○ ○

○ 運動療法学Ⅰ

運動療法の基本知識を理解し、関節可動域
運動を実践できる。基本的な介助方法を理
解し実践できる。運動療法の定義・目的・
対象・適応・禁忌が説明できる。

１
前

30 1 ○ ○ ○

○ 運動療法学Ⅱ
基本的な運動療法の理論を理解する。スト
レッチングを実践できる。基本的な運動療
法の概要を理解し説明できる。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○

○ 物理療法Ⅰ

物理エネルギーの特性と、それに呼応した
人体の反応から物理療法の理論と技術を学
ぶ。各種療法の効果、手技、適応、リスク
管理、機器の操作を習得する。

１
後

30 1 ○ △ ○ ○

○ 物理療法Ⅱ

物理エネルギーの特性と、それに呼応した
人体の反応から物理療法の理論と技術を学
ぶ。各種療法の効果、手技、適応、リスク
管理、機器の操作を習得する。

２
前

30 1 ○ △ ○ ○

○ 義肢装具学Ⅰ
基礎疾患を理解した上で、切断と装具の基
礎知識を学習する。治療場面の多様化に対
応できるように応用する能力をつける。

３
前

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 義肢装具学Ⅱ
基礎疾患を理解した上で、切断と義肢の基
礎知識を学習する。治療場面の多様化に対
応できるように応用する能力をつける。

３
前

30 1 ○ ○ ○ ○

○
日常生活活動
学Ⅰ

日常生活活動（ADL）の概念・評価法を理解
する。移乗介助、車椅子操作ができるよう
になる。

２
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
日常生活活動
学Ⅱ

歩行補助具の種類と歩行パターンを理解す
る。代表的疾患に応じたADL指導、介助法を
理解する。また、移動補助具、歩行パター
ン・基本動作、セルフケアの側面からも考
慮する。

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
日常生活活動
学Ⅲ

代表的疾患に対するADL訓練・指導ができ
る。在宅復帰に向けたADL指導を考えられ
る。ADL訓練・指導に必要な知識の習得と実
践を学ぶ。

３
前

30 1 ○ △ ○ ○



○
疾患別理学療
法Ⅰ－Ａ

整形外科疾患の理学療法について学習し、
評価・治療プログラムの立案、基本的な治
療を行うことができる。代表疾患の原因、
障害像、整形外科的な考え方、評価内容、
治療内容を提示し、学習する。

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅰ－Ｂ

整形外科疾患の理学療法について学習し、
評価・治療プログラムの立案、基本的な治
療を行うことができる。代表疾患の原因、
障害像、整形外科的な考え方、評価内容、
治療内容を提示し、学習する。

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅱ－Ａ

脳血管障害における障害の特徴を理解し、
評価・治療の基礎を学習する。

２
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅱ－Ｂ

医療職として高齢者のフィジカルアセスメ
ントに必要な基礎知識を理解する。

２
後

15 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅲ－Ａ

疾患の特徴を理解したうえで神経筋疾患の
理学療法について学習し、評価・治療プロ
グラム立案を実施できるようになる。

３
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅲ－Ｂ

疾患の特徴を理解したうえで神経筋疾患の
理学療法について学習し、評価・治療プロ
グラム立案を実施できるようになる。

３
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅳ－Ａ

呼吸リハビリテーションの概要、適応を理
解する。呼吸器疾患の病態を把握し、評価
や理学療法の進め方・リスク管理を学習す
る。

３
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅳ－Ｂ

心疾患・代謝疾患の病態を理解し、評価・
理学療法の進め方、リスク管理を学習す
る。

３
後

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅴ－Ａ

脳性麻痺のある対象者に対して、その原
因・病状・予後・二次障害をふまえて、評
価を選択し、ライフステージに合わせた理
学療法を実施できる。脳性麻痺の発生原因
と病態を学ぶ。

３
前

30 1 ○ △ ○ ○

○
疾患別理学療
法Ⅴ－Ｂ

疾患の特性を理解したうえで脊髄損傷の理
学療法を学習し、適切な評価・治療・ADL指
導を選択できる能力を身につける。

２
後

15 1 ○ △ ○ ○

○ 疾患別演習
各疾患別に基礎医学・評価・治療を統合
し、臨床的な視点で学習する。

３
前

15 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅰ－Ａ

理学療法評価や運動療法を実施するため
に、身体各部の位置を名称を含めて触診で
きるようにする。

１
後

30 1 △ ○ ○ ○



○
理学療法技術
論Ⅰ－Ｂ

各骨格筋や靱帯など軟部組織に対する触診
法について学習する。各骨格筋の解剖や作
用（運動）について再復習し、骨格筋を中
心とした軟部組織の触診法を修得する。。

２
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅱ

関節系に関する治療手技について、基本的
構造や関節機能以上など基礎学習と評価、
手技の習得を学ぶ。

２
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅲ－Ａ

組織の理解を深め、軟部組織・筋膜・神経
に対する評価・治療の基礎を把握する。解
剖学的特性に対する構造的アプローチと、
機能変化を確認する。

２
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅲ－Ｂ

組織の理解を深め、軟部組織・筋膜・神経
に対する評価・治療の基礎を把握する。病
状を理解し、運動学・力学的考察を踏まえ
ながら、条件設定による反応の違いを確認
する。

２
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅳ－Ａ

臨床セミナーの一環として、臨床的に使わ
れるPNFのアプローチについて実技を中心に
学習する。

２
後

30 1 △ ○ ○ ○

○
理学療法技術
論Ⅳ－Ｂ

脳卒中、脳損傷の運動麻痺を理解し、対応
した理学療法の理論と技術を習得する。総
合的リハビリテーション概念と急性期から
維持期までの評価・治療技術を習得する。

３
前

30 1 △ ○ ○ ○

○
スポーツ臨床
治療学

整形外科領域の臨床現場で頻出するスポー
ツ障害に対する理解を深め、疾患に対応す
る知識と技術を学ぶ。

３
前

15 1 ○ △ ○ ○

○
Ｐ Ｂ Ｌ セ ミ
ナーⅢ

模擬患者に対し、グループで検査・評価を
行い、個別にまとめ・発表を行う。学んで
きた知識と技術を臨床的に活用するための
方法を学ぶ。

３
前

15 1 ○ ○ ○

○
理学療法臨床
セミナーⅡ

臨床実習Ⅱで得た成果を発表し、次の学習
目標の指針を明確にする。

４
後

30 2 ○ ○ ○

○
地域理学療法
学

地域理学療法の位置づけについて広い視野
から理解し、役割について学習する。地
域・在宅を基盤に生活している障害者・高
齢者に対する支援方法を学習する。

３
前

30 2 ○ ○ ○

○
地域理学療法
演習

地域参加、ボランティア参加を通じて、医
療者としての信念・倫理を再考する。

３
前

15 1 △ ○ △ ○ ○ ○

○ 生活環境論
障害者、高齢者を取り囲む様々な生活環境
を理解し、QOL向上のための生活環境整備の
知識・基支援技術を習得する。

３
前

30 2 ○ △ ○ △ ○ ○

○ 臨床見学実習

病院、施設の運営、理学療法科の位置づけ
と役割を知り、リハビリテーションの中で
理学療法の役割を理解する。理学療法の対
象となる患者の持つ諸問題を理解し問題解
決の為に理学療法士として可能なことを概
念的に認識する。

２
前

45 1 ○ ○ ○ ○



○ 臨床実習Ⅰ

医療人としてふさわしい態度を培う。学校
で習得した理論及び技術に加え、臨床場面
での検査・測定を実践する。評価で得られ
た情報を基に障害構造の理解を深め、問題
点の把握、目標の設定、治療プログラムの
立案等ができるようになる。

３
後

360 8 ○ ○ ○ ○

○
臨床実習Ⅱ－
Ａ

医療人としてふさわしい態度を培う。学校
で習得した理論及び技術をもとに、臨床場
面での評価・治療を独立または、実習指導
者の下で実践する。リハビリテーションス
タッフの一員としての立場チームワークに
ついて学ぶ。

４
前

360 8 ○ ○ ○ ○

○
臨床実習Ⅱ－
Ｂ

医療人としてふさわしい態度を培う。学校
で習得した理論及び技術をもとに、臨床場
面での評価・治療を独立または、実習指導
者の下で実践する。リハビリテーションス
タッフの一員としての立場チームワークに
ついて学ぶ。

４
後

360 8 ○ ○ ○ ○

９５科目

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 ３，６００単位時間(１３９単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

卒業要件：本校に4年以上在籍し、全科目を履修し認定を受けること。
履修方法：履修単位制。授業科目を履修して試験に合格すれば科目認定を与えら
れる。

１学年の学期区分 ２期

１学期の授業期間 １５週


